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一圓光彌教授
献呈の辞
　一圓光彌先生におかれましては，2013年 3 月31日をもって関西大学を去
られることとなりました。
　1981年 4 月に関西大学経済学部助教授として着任されて以来，先生には
多年にわたり，本学の発展のために御尽力いただきました。とりわけ2007
年 4 月からは新設の政策創造学部教授として，先生は，学部創業の様々な
課題に率先して取り組まれ，私ども後進をよく導いてくださいました。社
会保障論の分野では，まさに第一人者として多くの優れた業績をあげられ，
生活経済学会では副会長を，あるいは大阪府地方労働委員会公益委員を務
められるなど，学界，社会において幅広く御活躍されました。
　先生は，すでに2010年 3 月に本学を定年退職され，名誉教授となられて
おりますが，このたび特別契約教授の任期を終えられることとなりました。
学生からも慕われ，学部の礎を築いてこられました先生が今般去られるこ
とは誠に残念ではありますが，ひきつづいて本学，本学部に対して御指導，
御鞭撻を賜りたく心よりお願い申し上げます。
　ここに，「関西大学政策創造研究」第 6 号を「一圓光彌先生御退職記念
号」として刊行し，先生への感謝の意を表しますとともに，さらなる御健
勝と御発展をお祈り申し上げます。
　2013年 3 月
 関西大学　政策創造学部長
 小　西　秀　樹
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「政策創造研究」投稿規程
（目的）
第 1条　「政策創造研究」（以下「本誌」と略記する。）は、政策学研究に寄与する未発
表の研究成果を掲載する。
（研究成果の掲載）
第 2条　本誌には、編集委員会が認めた論説、研究ノート、資料、紹介、その他の研
究成果を掲載する。
（研究成果の構成）
第 3条　本誌の使用言語は、わが国において研究内容の評価が可能であり、印刷可能
な言語とする。
2　研究成果は、原則として横書きで、電子ファイルで作成したものを提出するも
のとする。
3　本誌に掲載された研究成果は、電子化のうえ、別途公表するものとする。
（研究成果の提出）
第 4条　研究成果は、編集委員会に提出する。提出されたものは原則として返却しない。
2　本誌の執筆要領については別途「政策創造研究執筆要領」で詳細を定めるもの
とする。
（研究成果の採択）
第 5条　投稿された研究成果掲載の可否は編集委員会で決定する。
2　編集委員会は、投稿された研究成果の本誌掲載可否を決定するために適宜当該
専門領域の研究者からなる査読委員会の意見を聴くものとする。
3　前項の査読委員会の構成については編集委員会が定める。
（編集委員会）
第 6条　編集委員は、政策創造学部の専任教員の中から選出する。
2　編集委員会の構成および運営については別途定める。
（改正）
第 7条　この規程の改正には、政策創造学部専任教員の三分の二以上の同意がなけれ
ばならない。
（付則）この規程は、2007年11月28日より施行する。
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「政策創造研究」執筆要領
研究成果の執筆
　① 　「政策創造研究」（以下「本誌」と略記する。）への研究成果掲載を認められたも
のは、定められた期日までに研究成果を以下の要領で編集委員会に提出しなけれ
ばならない。
　② 　提出時期などについては、編集委員会が適宜告知する。
（ 1）研究成果の分類と字数
　① 　論説　独創的な研究成果をまとめたもの。原則として和文24,000字以内、欧文
10,000語以内とする。その他の言語は、欧文に準じるものとする。いずれも注、
参考文献、図表などを含む。
　② 　研究ノート　独創的な研究成果で、速報性・資料性・先見性を重視した比較的
短いもの。原則として和文18,000字以内、欧文7,500語以内とする。その他の言語
は、欧文に準じるものとする。いずれも注、参考文献、図表などを含む。
　③ 　資料など　字数は論説に準じる。
　④ 　書評・紹介など　字数は研究ノートに準じる。
（ 2）表題
　原則として日本語および欧文の表題をつける。
（ 3）要旨
　研究成果には、和文要旨（400字以内）および欧文要旨（300語以内）を付けるもの
とする。
（ 4）本文
　原則として、章はⅠ、Ⅱ、Ⅲ…、節は 1、 2、 3…とし、さらに（ 1），（ 2），（ 3）
…とする。
　　　　　　　　　　　（例）Ⅱ．政策創造の課題
　　　　　　　　　　　　　　　 1．地域政策の創造
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 1）吹田市における「まちづくり」政策の展開
（ 5）註
　① 　原則として本文の最後にまとめて付する。
　② 　本文中、当該箇所右肩に 1）、 2 ）、 3 ）…のように通し番号をつけ、本文の最
後にまとめて番号を付して記す。
（ 6）参考文献
　① 　参考文献は、日本語文献、欧語文献の順に、それぞれ五十音順、アルファベッ
ト順に本文の最後にまとめて並べる。
　② 　参考文献の記述形式、および本文での引用形式は、一般的用例に従う。
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執筆者紹介
 （掲載順）
奥 　 　 和 義 関西大学政策創造学部教授
白 石 真 澄 関西大学政策創造学部教授
内 藤 友 紀 関西大学政策創造学部准教授
杉　浦　　　勉 関西大学政策創造学部准教授
橋 口 勝 利 関西大学政策創造学部准教授
宮 下 真 一 関西大学政策創造学部准教授
深 井 麗 雄 関西大学政策創造学部教授
後 藤 元 伸 関西大学政策創造学部教授
編 集 後 記
　ここに『政策創造研究』第 6号を発行することができた。ご多忙ななか、
貴重な原稿をお寄せいただいた方々に深く感謝したい。
　この第 6号は、今後の政策研究のあり方と本『政策創造研究』のあり方
にかかわる重要な意味をもっている。すなわち、政策創造学部の創設以来、
同学部の教育、研究に大きな役割を果たされるとともに、日本の社会保障
研究をリードしてこられた一圓光彌先生の古稀とご退職を記念する論文集
としての公刊である。一圓先生の長年の関西大学および同学部へのご貢献、
学界で果たされた指導的な役割などからすれば、あまりにもささやかな論
文集ではある。しかし、そこには今後の政策学、経済学、経営学、そして
法学の動向をしめす力作が盛り込まれている。さまざまな事情で論考を載
せることの出来なかった同僚スタッフの気持ちとあわせ、謹んで一圓先生
に捧げたい。
　なお、この記念号を機会に従来の装丁を変更し、政策学研究の一層の飛
躍をめざす新たなスタートとしたいとの編集委員会の想いを示している。ご
意見・ご批判などいただければ幸いである。
 （編集委員長　孝忠延夫）
2013年 3 月29日印刷
2013年 3 月30日発行
　政策創造研究　第6号
 （非売品）
 〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3丁目 3番35号
編集・発行者　関西大学政策創造学部
 〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3丁目 3番35号
発　 行 　所　関西大学政策創造学部
 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 4丁目17番31号
印 　刷 　所　株式会社　遊　  文　  舎
 （不許複製，禁転載）
